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夏
の
間
は
ク
ラ
ゲ
だ
ら
け

だ
っ
た
直
島
の
海
も
、
秋
に

入
り
段
々
と
透
明
度
を
増

し
、
足
を
つ
け
る
と
ヒ
ヤ

リ
と
肌
寒
く
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
と
同
時
に
、
家
か

ら
徒
歩
３
分
圏
内
に
海
が
あ

る
贅
沢
さ
を
毎
日
か
み
し
め

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
都
会
や

農
村
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

暮
ら
し
て
き
た
が
、
田
舎
で

大
自
然
を
目
の
前
に
ボ
ー
っ

と
過
ご
す
時
に
感
じ
る
「
豊

か
さ
」
以
上
に
、
幸
福
を
感

じ
る
瞬
間
は
あ
ま
り
な
い
。

目
の
前
の
海
を
見
な
が
ら
、

「
経
済
活
動
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達

成
が
ト
レ
ー
ド
オ
フ
と
い
う

議
論
は
、
果
た
し
て
本
当
に

そ
う
だ
ろ
う
か
」
と
思
う
。

こ
れ
ま
で
の
価
値
基
準
が
ど

ん
ど
ん
覆
り
、
現
状
の
経
済

活
動
や
産
業
構
造
が
変
化
し

た
時
、
あ
な
た
の
価
値
観
は

今
の
ま
ま
だ
ろ
う
か
？

　

こ
れ
ま
で
、
国
の
豊
か
さ

や
生
活
水
準
を
測
る
尺
度
に

は
、
あ
る
一
定
期
間
に
国
内

で
生
産
さ
れ
た
最
終
的
な

財
・
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値

の
総
額
を
示
す
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
用

い
ら
れ
て
き
た
。
一
方
で
、

昨
今
で
は
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
本
当

に
国
の
豊
か
さ
を
示
す
指
標

な
の
か
？
」
と
い
う
問
い
を

よ
く
耳
に
す
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

の
無
償
の
価
値
提
供
を
含
ま

な
い
こ
と
や
、
環
境
破
壊
や

資
源
枯
渇
と
い
っ
た
問
題
を

勘
案
し
な
い
こ
と
が
課
題
と

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
生
活

を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
無
償
取
引

や
、
モ
ノ
を
循
環
利
用
す
る

中
古
市
場
に
お
け
る
経
済
活

動
も
、
付
加
価
値
と
し
て
合

算
さ
れ
な
い
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
定
義
を
見
直
そ

う
と
い
う
動
き
は
進
ん
で
お

り
、
特
に
２
０
０
７
年
に
Ｗ

Ｗ
Ｆ
等
が
開
催
し
た
「
Ｂ
ｅ

ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
会
議
を

発
端
に
、
豊
か
さ
や
成
長
を

適
切
に
評
価
し
、
計
測
す
る

指
標
構
築
が
進
む
。
幸
福
度

を
測
定
す
る「
幸
福
度
指
数
」、

環
境
負
荷
を
考
慮
し
た
「
グ

リ
ー
ン
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」、
環
境
や
社

会
の
持
続
性
を
考
慮
し
、
人

工
資
本
、
人
的
資
本
、
自
然

資
本
を
総
合
的
に
評
価
し
た

「
新
国
富
指
標
」
等
が
代
表
的

な
も
の
だ
ろ
う
。

　

Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
が
公
表
し
て
い

る
国
際
統
合
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
は
、
資
本
は
大
き
く
自

然
資
本
、
製
造
資
本
、
知
的

資
本
、
人
的
資
本
、
社
会
・

関
係
資
本
、
財
務
資
本
の
６

つ
に
分
類
さ
れ
、
財
務
資
本

を
除
い
た
５
つ
が
「
非
財
務

資
本
」
で
あ
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に

代
わ
る
新
た
な
経
済
指
標
構

築
の
取
り
組
み
は
、「
非
財

務
資
本
」
を
経
済
活
動
の
指

標
に
取
り
込
も
う
と
す
る
動

き
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
５
つ
の
「
非
財
務

資
本
」の
う
ち
、「
自
然
資
本
」

は
水
、
土
壌
、
森
林
、
鉱
物

資
源
、
生
物
多
様
性
等
を
指

す
。特
に
鉱
物
資
源
や
水
は
、

経
済
活
動
を
維
持
す
る
上
で

重
要
で
あ
り
、
企
業
活
動
の

根
幹
を
担
う
。
企
業
の
成
長

は
、
経
済
の
成
長
に
直
結
す

る
。
一
方
で
、
そ
の
経
済
成

長
を
測
る
は
ず
の
指
標
で
あ

る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
は
、
自
然
資
本

の
持
続
性
を
表
す
、「
将
来

利
用
可
能
な
資
源
が
ど
れ
だ

け
残
っ
て
い
る
か
」
と
い
う

点
が
勘
案
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
自
然
資
本
の
持
続
性
」

に
、
静
脈
産
業
は
大
き
な
役

割
を
果
た
し
得
る
。例
え
ば
、

現
在
国
内
で
も
取
り
組
み
が

進
む
資
源
循
環
促
進
は
、
限

界
の
あ
る
地
球
上
の
資
源
を

な
る
べ
く
使
わ
ず
、
リ
サ
イ

ク
ル
等
を
通
じ
て
自
然
資
本

の
持
続
性
を
保
つ
こ
と
に
貢

献
す
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

付
加
価
値
に
は
合
算
さ
れ
な

い
リ
ユ
ー
ス
市
場
や
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
市
場
に

お
け
る
静
脈
産
業
の
役
割
も

大
き
い
。
特
に
リ
ユ
ー
ス
市

場
は
フ
リ
マ
ア
プ
リ
等
の
台

頭
に
よ
り
世
界
各
国
で
爆
発

的
に
伸
び
て
お
り
、
今
後
本

格
的
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
定
義
が
見

直
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
新

た
な
価
値
基
準
で
経
済
活
動

ス
コ
ー
プ
３
の
カ
テ
ゴ
リ
５
、12
は
廃
棄
物
の
算
定
項
目

経
済
指
標
の
あ
る
べ
き
姿
を
問
い
直
す

自
然
資
本
の
持
続
性
に
資
す
る
静
脈
産
業
の
役
割

資
源
循
環

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」が
閉
幕

63
人
が
参
加
、「
今
後
ど
う
活
動
す
べ
き
か
」学
ぶ

資
源
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

彌や
な
が永

冴さ
え
こ子

図　６つの資本と静脈産業のミッション

回
収
拠
点
に
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て

お
く
す
り
シ
ー
ト
を
回
収

愛
知
循
環
協
、
廃
プ
ラ
原
料
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
進
呈

加
山
興
業
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
装
支
援
や
養
蜂
な
ど
紹
介

（2）

使用電力CO2排出量
実質ゼロスキーム開始
大栄環境が神戸ファッションプラザ商業棟で

が
測
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

時
、
静
脈
産
業
は
市
場
を
牽

引
す
る
主
役
と
な
る
。

　

日
本
最
大
級
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
フ
ェ
ア
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

２
０
２
３
」
が
５
〜
７
日
の

３
日
間
、
愛
知
県
常
滑
市
の

愛
知
県
国
際
展
示
場
（
Ａ
ｉ

ｃ
ｈ
ｉ　

Ｓ
ｋ
ｙ　

Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
）
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回

で
４
回
目
と
な
っ
た
同
展
示

会
は
、
各
主
体
、
各
世
代
間

の
持
つ
多
様
な
強
み
を
結
集

し
、そ
れ
ぞ
れ
が
つ
な
が
り
、

取
り
組
み
を
共
創
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

未
来
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

を
主
目
的
と
し
て
い
る
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

や
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
、
生
物
多
様
性
、
多
文

化
共
生
や
地
方
創
生
な
ど
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
る
が
、
各
主
体
、

各
世
代
の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
や
強
み
を
互
い
に
理
解

し
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

き
る
領
域
を
見
い
だ
し
て
い

く
こ
と
で
、
課
題
解
決
に
向

け
た
大
き
な
力
を
生
み
出
せ

る
場
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
企
業
や
自
治
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
校
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
取
り
組
む
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
が
出
展
し
た
。

　

廃
棄
物
処
理
・
リ
サ
イ
ク

ル
関
連
で
は
、
愛
知
県
産
業

資
源
循
環
協
会
は
、
同
協
会

に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
を
行
い
、

正
解
者
の
中
か
ら
く
じ
に
よ

る
抽
選
で
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
材
料
と
す
る
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

こ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
、
同

協
会
の
会
員
企
業
で
あ
る
愛

知
環
境
セ
ン
タ
ー
（
愛
知
県

大
口
町
）
が
提
供
。
同
社
は

自
社
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
に

回
収
さ
れ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
材
料
に
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
製
造
し
て

お
り
、「
ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｊ
ｅ
ｗ

ｅ
ｌ
ｒ
ｙ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
名

で
展
開
し
て
い
る
。
同
社
の

東
久
保
真
弓
会
長
は
、
同
協

会
女
性
部
会
長
も
務
め
る
。

　

加
山
興
業
（
愛
知
県
豊
川

市
）は
自
社
ブ
ー
ス
を
設
け
、

廃
棄
物
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル

だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実

装
支
援
、
工
場
敷
地
内
で
養

蜂
を
行
う
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
同
社
が
行

う
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
紹

介
。
は
ち
み
つ
製
品
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
か
る
た
の
販
売
も
行
っ

た
。
ま
た
、
今
回
は
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
で
作
っ
た

同
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
テ
ラ
ノ
さ
ん
」
も
登

場
。
子
供
た
ち
な
ど
か
ら
注

目
を
集
め
た
。

育
授
業
を
実
施
し
た（
写
真
）。

　

今
回
で
13
回
目
と
な
る
環

境
教
育
で
は
、
子
供
た
ち
の

環
境
へ
の
意
識
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
、「
捨
て
ら
れ
た

ご
み
は
ど
う
な
る
？
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
３
Ｒ
を
分

か
り
や
す
く
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
ク
イ
ズ
形
式
で
授

業
を
実
施
し
た
。

　

授
業
終
了
後
に
は
、
多
く

の
子
供
た
ち
が
普
段
か
ら
疑

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
意

欲
的
に
質
問
し
た
。「
最
終

処
分
場
は
ど
れ
く
ら
い
の
大

き
さ
で
す
か
？
」「
な
ぜ
粗

大
ご
み
を
捨
て
る
の
に
お
金

が
か
か
る
の
で
す
か
？
」「
一

日
に
ど
れ
く
ら
い
の
ご
み
が

出
て
い
る
の
で
す
か
？
」
な

ど
、
多
く
の
質
問
、
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

浜
松
市
の
小
学
校
で

環
境
教
育
授
業
実
施

ミ
ダ
ッ
ク
Ｈ
Ｄ

　

廃
棄
物
の
収
集
運
搬
、
中

間
処
理
お
よ
び
最
終
処
分
を

行
う
ミ
ダ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
静
岡
県
浜
松
市
）

は
４
日
、
浜
松
市
立
有
玉
小

学
校
の
４
年
生
約
１
０
０
人

を
対
象
に
、
同
社
グ
ル
ー
プ

の
新
入
社
員
に
よ
る
環
境
教

　

環
境
省
主
催
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
全
国
連
合
会
（
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
全
国
事
務
局
）
企
画
・

運
営
に
よ
る
「
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
新
人
研
修
」
が
９
月
28
、
30
、
10
月
１
日
の
３
日
間
、
20
年
〜

22
年
に
登
録
さ
れ
た
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。
新
人
研
修
の
実
施
は
今
回
が
初
め

て
で
、
一
部
を
「
座
学
」、
二
部
を
参
加
者
同
士
の
「
交
流
会
（
先
輩
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
そ
う
）」

の
二
部
形
式
と
し
、環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
「
今
後
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
」

を
学
び
、
地
域
・
社
会
の
環
境
保
全
の
た
め
、
自
ら
の
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
で
の
実
施
と
な
り
、
３
日
間
合
わ
せ
て
63
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
環
境

省
環
境
教
育
推
進
室
の
中
山

有
宇
子
室
長
補
佐
は
、「
気

候
危
機
が
続
い
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
中
で
、
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
て
一
人
ひ
と
り
の

行
動
変
容
、
地
域
の
変
容
を

促
す
た
め
に
、
地
域
で
先
導

役
、
指
導
役
と
な
る
環
境
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
皆
さ
ん
の
力

添
え
が
必
要
不
可
欠
な
も
の

だ
と
思
っ
て
い
る
。
近
年
こ

の
よ
う
な
機
会
が
な
か
っ
た

の
で
、
機
会
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
て
大
変
嬉
し
く
思

う
」
と
述
べ
た
。

　

一
部
で
は
、「
環
境
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
制
度
と
活
動
報
告

等
の
報
告
義
務
に
つ
い
て
」

の
テ
ー
マ
で
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
全
国
連
合
会
新
人
研
修

禍
で
活
動
で
き
な
か
っ
た
の

で
活
動
報
告
を
出
し
て
い
な

い
」、「
更
新
手
続
き
を
忘
れ

て
い
た
」、「（
現
役
を
離
れ

た
こ
と
に
よ
る
）
活
動
領
域

が
な
い
」
な
ど
の
理
由
に
よ

る
失
効
者
、
返
納
者
が
出
て

い
る
現
状
が
あ
る
。
難
関
を

突
破
し
、
合
格
さ
れ
た
の
に

非
常
に
も
っ
た
い
な
い
と
残

念
に
思
っ
て
い
る
。
環
境
教

育
を
推
進
す
る
た
め
に
、
１

９
９
６
年
に
当
時
の
環
境
庁

が
作
っ
た
「
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
」。
国
が
後
押
し
し
て

く
れ
て
い
る
立
場
を
理
解

し
、
期
待
さ
れ
て
い
る
活
動

＝
環
境
教
育
の
責
務
を
果
た

し
、
環
境
保
全
活
動
の
た
め

に
登
録
を
維
持
す
る
べ
き
な

の
だ
が
。

　

―
―
今
後
の
取
り
組
み
は
、

ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
考
え
る

と
、
今
一
度
こ
の
制
度
を
意

味
の
あ
る
も
の
に
す
る
に

は
、
現
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
は
交
流
や
研
鑽
の
機
会
を

提
供
し
、
こ
れ
か
ら
環
境
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
り
た
い
と

い
う
人
に
は
ア
プ
ロ
ー
チ
お

よ
び
養
成
す
る
、
と
い
う
こ

と
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
核

と
な
る
部
分
を
担
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回

初
め
て
行
っ
た
「
環
境
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
新
人
研
修
」
は
ア

ン
ケ
ー
ト
を
見
て
も
予
想
以

上
の
効
果
が
み
ら
れ
た
と
思

う
。
今
後
も
環
境
省
と
の
絆

を
深
め
、
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
こ
の
制
度
の
維
持
、
向

上
に
尽
力
し
た
い
。

担
当
の
仁
保
め
ぐ
み
氏
（
環

境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
会
ひ
ょ
う

ご
理
事
長
）
が
講
義
を
行
っ

た
あ
と
、
環
境
省
環
境
教
育

推
進
室
の
大
久
保
千
明
室
長

補
佐
か
ら
「
環
境
白
書
で
見

る
環
境
問
題
と
対
策
」
と
題

し
て
環
境
白
書
の
内
容
に
つ

い
て
講
義
を
行
っ
た
。
第
二

部
で
は
、
参
加
者
を
５
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
環
境
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
全
国
連
合
会
の

理
事
な
ど
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
務
め
、
交
流
す
る
時

間
が
設
け
ら
れ
た
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
参
加
者
か
ら
は
、「
環

境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
動
報

告
、
更
新
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
い
説
明
だ
っ
た
」、「

環
境
白
書
の
概
要
の
解
説
も

内
容
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

た
が
、
テ
ン
ポ
の
よ
い

解
説
を
し
て
い
た
だ
き

理
解
し
や
す
か
っ
た
」、

「
先
輩
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
交
え
て
新
人
同
士
で

の
交
流
が
で
き
、
ど
の

よ
う
に
活
動
し
て
い
け

ば
い
い
の
か
大
変
参
考

に
な
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
多
く
出
て
、
参
加

者
に
と
っ
て
有
意
義
な

研
修
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

講
師
等
を
務
め
た
仁
保
氏

に
、
今
回
の
研
修
に
つ
い
て

聞
い
た
。

　

―
―
新
人
研
修
の
講
師
を

務
め
た
が
。

　

今
回
の
研
修
で
の
私
の
役

割
と
し
て
は
、
全
体
の
統
括

と
「
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

は
」
と
い
う
講
義
の
担
当

だ
っ
た
。
講
義
で
は
「
環
境

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
役
割
」「
環

境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
仕

事
の
依
頼
を
い
た
だ
く
に

は
」「
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
登
録
証
を
失
効
し
な
い
た

め
に
は
」
の
３
点
を
重
点
的

に
お
話
し
し
た
。「
失
効
し

な
い
た
め
に
は
」
に
関
し
て

は
、
今
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

制
度
が
直
面
し
て
い
る
課
題

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

―
―
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
現
状
に
つ
い
て
。

　

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、

環
境
大
臣
が
行
う
年
一
回
の

審
査
に
合
格
し
た
環
境
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
、
環
境
省

の
Ｈ
Ｐ
に
登
録
さ
れ
て
い

る
。登
録
を
維
持
す
る
に
は
、

３
年
ご
と
の
更
新
手
続
き
が

必
要
だ
が
、
昨
今
「
コ
ロ
ナ

Ｒ
ｅ
：
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
家
具
の

展
示
・
販
売
が
行
わ
れ
た

愛
知
循
環
協
会
は
、
く
じ

に
よ
る
抽
選
で
廃
プ
ラ
が

材
料
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

初の「環境カウンセラー新人研修」を実施
環境省、環境カウンセラー全国連合会　　　　　　

加山興業のブース
にはボトルキャッ
プで作ったキャラ
クター「テラノさ
ん」が登場

仁保氏の講演

　

大
栄
環
境
は
、
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
ス
コ
ー
プ
１
、
２
）
を
長

期
目
標
に
設
定
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
加
速
す
る
た
め
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
10

月
１
日
か
ら
、
同
社
が
所
有

し
、
同
社
グ
ル
ー
プ
本
部
オ

フ
ィ
ス
も
入
居
す
る
神
戸

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
（
神

戸
市
）
商
業
棟
の
使
用
電
力

に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

実
質
ゼ
ロ
と
す
る
ス
キ
ー
ム

を
開
始
し
た
。

　

同
ス
キ
ー
ム
は
、
関
西
電

力
の
「
再
エ
ネ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ

ラ
ン
（
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
付

帯
）」
を
活
用
し
て
、
同
社

発
電
施
設
「
三
木
バ
イ
オ
マ

ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」（
兵
庫
県

三
木
市
）
の
バ
イ
オ
マ
ス
由

来
Ｆ
Ｉ
Ｔ
非
化
石
証
書
の
提

供
を
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
商
業
棟
で
受
け
る
も
の
。

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

か
ら
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄

物
を
三
木
バ
イ
オ
マ
ス
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
で
燃
料
の
一
部
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

安
定
的
な
非
化
石
証
書
の
調

達
に
寄
与
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
脱
炭
素
化
と
循
環
型
社

会
に
向
け
た
新
た
な
価
値
を

提
供
し
、２
０
５
０
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

貢
献
し
て
い
く
。

　

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
は
、神
戸
市（
神

戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

美
術
館
、
神
戸

ゆ
か
り
の
美
術

館
）、
信
和
ホ
テ

ル
ズ
（
ホ
テ
ル
プ

ラ
ザ
神
戸
）、
同

社
（
商
業
棟
）
の

３
者
で
、
区
分
所

有
し
て
い
る
複
合

施
設
。商
業
棟
は
、

同
社
グ
ル
ー
プ
本

部
オ
フ
ィ
ス
お
よ

び
商
業
施
設
か
ら

な
り
、
同
件
は
、
商
業
棟
全

体
へ
の
電
力
供
給
に
関
す
る

ス
キ
ー
ム
と
な
る
。

　

三
木
バ
イ
オ
マ
ス
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
は
、
地
域
か
ら
発
生

す
る
廃
木
材
や
食
品
残
さ
等

の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
さ
ま

ざ
ま
な
廃
棄
物
を
混
焼
す
る

サ
ー
マ
ル
リ
カ
バ
リ
ー
施

設
。
廃
棄
物
処
理
施
設
を
核

と
し
た
地
域
循
環
共
生
圏
の

構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

　

関
西
電
力
が
提
供
す
る
再

エ
ネ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ
ラ
ン
（
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
付
帯
）
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の

非
化
石
証
書
の
持
つ
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
ゼ
ロ
の
付
加
価
値
と

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
情
報
を
付
加

し
た
Ｒ
Ｅ
１
０
０
対
応
の
電

気
料
金
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て

い
る
。
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　浄化槽の諸技術に係わる新展開の動向や取り組み、
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　浄化槽に関する各省庁の施策・取り組み、年度予算など
　の情報、及び水環境行政の新しい動向をお届けします。
【各種資料】
　浄化槽の行政組織・統計資料、その他、水環境に関する
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特集：PLC等が使われている
　　　浄化槽の保守点検（2）

RPF成形固化機RPF成形固化機

時代はRPF !!

タジリは、ＲＰＦ製造装置のパイ
オニアメーカーです1
破砕、定量供給、成形、冷却の
一連のシステムを提案2

マテリアルリサイクルが困難な
廃プラや木くず、紙くずが原料3
製紙メーカーのほか、多様な
供給先が見込まれます。4

Ｍａｄｅ
ｉｎ

埼玉

環境の変化に対応するための選択肢の一つ

一軸破砕機　バイトローター
プラスチック・ゴム等の軟らかいものから木材、
巻取ロール、雑誌などの堅いものまで、効率よく
破砕。複合素材をリサイクルに適したサイズへ、
破砕・粉砕・分離できます。

次世代のエネルギー製造へ。
 CO2削減に貢献！

ウエストポーター

RPF製造用
前処理破砕に最適!


